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「
時
代
の
求
め
る
労
働
組
合
の
役
割
」
を

総
合
テ
ー
マ
に
2
0
1
5
年
10
月
５
日
か

ら
17
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
第
47
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。
北
は
栃
木
県
か
ら
南

は
福
岡
県
ま
で
総
勢
39
名
の
受
講
生
が
研

鑽
に
励
ん
だ
。

10
月
５
日­­­­­­ –

­­­­­­­­­­­­

開
校
式

　

篠
笛
（
森
田
玲
・
玲
月
流
初
代
）
の
奏

楽
で
始
ま
り
、
式
辞
と
し
て
香
川
孝
三
校

長
（
大
阪
女
学
院
大
学
教
授
）、
村
田
晃
嗣

名
誉
校
長
（
同
志
社
大
学
学
長
）
が
、
コ
ー

ス
の
意
義
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
受
講
生
を

激
励
し
た
。
ま
た
主
催
者
代
表
挨
拶
と
し

て
相
原
康
伸
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
深
い
議
論
を
す
る
と
共
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
築
く
場
と
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
」「
新
た
な
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会

と
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
山

本
一
志
金
属
労
協
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
石

田
光
男
副
校
長
（
同
志
社
大
学
教
授
）
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
受
講
生
を

代
表
し
て
、
美
野
弘
幸
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

倉
敷
労
組
執
行
委
員
が
決
意
表
明
を
行
っ

た
。
な
お
、
来
賓
の
安
藤
よ
し
子
厚
生
労

第
47
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

働
省
政
策
統
括
官
は
公
務
に
よ
る
欠
席
の
た

め
、「
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
に
参

加
さ
れ
る
皆
様
が
、
12
日
間
の
講
義
で
得
た

知
識
を
我
が
国
の
経
済
社
会
の
発
展
に
向
け

て
活
か
さ
れ
、
金
属
労
協
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
日
本
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
の
役
割

を
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

い
た
し
ま
す
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
浅
沼

弘
一
金
属
労
協
事
務
局
長
が
代
読
し
た
。

研
修
生
活
で
の
あ
る
風
景

　

朝
は
７
時
に
駐
車
場
に
集
合
し
、
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
一
日
が
始
ま
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
の

後
は
、
周
辺
の
散
歩
に
出
か
け
る
。
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
の
す
ぐ
横
を
流
れ
る
音
羽
川
の
砂

防
ダ
ム
、
境
内
に
触
れ
る
と
良
縁
が
授
か
る

と
い
う
謂
わ
れ
の
「
八
重
垣
」
の
石
が
あ
る

鷺
森
神
社
、
秋
に
は
紅
葉
狩
り
の
観
光
客
で

賑
わ
う
蔓
殊
院
な
ど
散
歩
コ
ー
ス
に
は
事
欠

か
な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
比
叡
山
の
二

合
目
付
近
に
あ
る
の
で
、
散
歩
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
、
行
き
は
下
り
坂
、
帰
り
は
き
つ
い

上
り
坂
と
い
う
場
合
も
あ
る
。散
歩
初
日
は
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
砂
防
ダ
ム
に
行
き
、
記

念
写
真
を
撮
っ
た
。

　

研
修
の
際
に
寝
泊
ま
り
す
る
部
屋
は
、
今

の
時
代
、
ひ
と
り
部
屋
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
が
、
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
２

人
１
部
屋
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
生

か
ら
は
「
初
め
て
会
っ
た
人
と
同
室
と
い
う

こ
と
で
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
同
じ
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で

は
作
れ
な
い
人
間
関
係
が
で
き
た
」
と
の
評

価
も
得
て
い
る
。

　

合
宿
研
修
期
間
中
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に

食
事
が
あ
る
。
期
間
中
、
昼
食
、
夕
食
に
は

一
度
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
出
な
い
。
ま
た
、

過
去
の
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
野
菜
の
充

実
の
希
望
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
関
西

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
今

年
か
ら
朝
食
時
に
京
野
菜
の
サ
ラ
ダ
バ
ー
が

お
目
見
え
し
た
。
地
元
修
学
院
の
農
家
と
契

約
し
、
地
元
の
野
菜
を
仕
入
れ
て
い
る
と
い

う
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
冬
瓜
、
ソ
ー
メ
ン
カ

ボ
チ
ャ
、
京
人
参
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
な
ど
の

野
菜
が
並
ん
だ
。
普
段
見
慣
れ
な
い
珍
し
い

野
菜
に
、
お
か
わ
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

研
修
期
間
中
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
で

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
完
結
し
て
し
ま
う
た
め

歩
く
距
離
も
少
な
く
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
で
あ
る
中
、
運
動
不
足
解
消
の
ひ
と
つ
と

し
て
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
合
間
に
卓
球
を

行
う
こ
と
が
多
い
。
第
47
回
も
ご
多
分
に
漏

れ
ず
卓
球
が
大
流
行
だ
っ
た
が
、
卓
球
台
が

１
台
し
か
な
い
た
め
、
や
り
た
い
人
が
全
員

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
考
え
出

さ
れ
た
の
が
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
卓

球
だ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中
に
ネ
ッ
ト

代
わ
り
の
三
角
柱
に
折
っ
た
紙
を
置
い
た
、

本
物
よ
り
か
な
り
狭
い
台
で
の
卓
球
で
あ

る
。
考
案
し
た
受
講
生
曰
く
、「
狭
い
台
の

た
め
本
物
の
台
で
や
る
よ
り
も
難
し
い
が
、

そ
の
分
楽
し
さ
も
増
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
任

TOPICS

1

ある日の朝食風景
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特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に

必
要
な
基
礎
知
識
を
「
縦
：
自
分
の
歴
史
的

背
景
を
学
ぶ
」「
点
：
自
分
の
立
っ
て
い
る

場
に
つ
い
て
学
ぶ
」「
横
：
自
分
の
住
む
世

界
の
拡
が
り
に
つ
い
て
学
ぶ
」「
深
：
自
分

の
生
き
る
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
」
の
４
本
の

柱
に
も
と
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
全
人
格
的

な
教
育
を
め
ざ
し
て
い
る
。
労
働
法
や
労
使

関
係
論
な
ど
実
践
的
な
講
義
か
ら
、
国
内
外

の
労
働
運
動
な
ど
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
講

義
、
職
場
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講
義
な
ど
幅
広
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
、「
圓
光
寺
」
で
行

う
坐
禅
体
験
や
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
に
あ
る

お
茶
室
「
清
心
庵
」
で
の
お
茶
室
体
験
な
ど

日
本
固
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
実
施
し
た
。
圓
光
寺
で
は
、
窓
や
扉

が
開
け
放
た
れ
た
禅
堂
で
足
の
組
み
方
や
手

の
組
み
方
の
他
、
視
線
の
位
置
、
呼
吸
法
な

ど
禅
を
組
む
心
得
の
指
導
を
受
け
、
お
よ
そ

１
時
間
坐
禅
を
体
験
し
た
。
特
別
講
演
「
経

営
と
人
間
」
で
は
、
株
式
会
社
村
田
製
作

所
常
任
顧
問
・
牧
野
孝
次
氏
か
ら
「
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
、
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
講

演
を
受
け
た
。
ま
た
講
義
の
合
間
に
は
、
全

員
で
鞍
馬
山
散
策
に
も
出
か
け
た
。
通
常
で

あ
れ
ば
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
運
行
し
て
い
る
た

め
、
体
力
に
自
信
の
な
い
人
は
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
に
乗
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
今
年
は
ち
ょ

う
ど
改
修
工
事
中
と
い
う
こ
と
で
乗
車
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
全
員
鞍
馬
寺
ま
で
の
約
30

分
の
道
程
を
徒
歩
で
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
週
目
の
夜
に
は
、
自
由
に
議
論
し
合
う

「
討
論
会
」も
行
っ
た
。
討
論
会
の
テ
ー
マ
は
、

討
論
会
委
員
で
決
定
す
る
。
今
回
は
、「
女

性
組
合
役
員
の
活
躍
に
つ
い
て
」「
青
年
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」「
組
合
員
の
組
合

活
動
へ
の
参
加
向
上
に
向
け
て
」
な
ど
５
つ

の
テ
ー
マ
で
議
論
し
、
最
後
に
討
議
し
た
内

容
を
報
告
し
あ
っ
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

当
コ
ー
ス
の
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
と
い
う
共
通

の
認
識
の
も
と
、
労
働
組
合
・
職
場
で
直
面

す
る
課
題
に
つ
い
て
指
導
教
授
や
受
講
生
同

士
で
討
議
を
重
ね
な
が
ら
解
決
案
を
探
求
す

る
。
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
４
回
に
わ
た

り
討
議
を
重
ね
、
最
後
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
毎
に

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を
行
い
、

成
果
を
共
有
化
し
あ
っ
た
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ
お
よ
び
主
な
討
議

内
容
は
次
の
と
お
り
。

◎
香
川
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
国
際
』

～
21
世
紀
国
際
社
会
に
お
け
る
労
働
組
合

の
役
割

　

世
界
の
拡
が
り
の
中
で
労
働
運
動
の
あ
り

方
を
追
求
す
る
と
共
に
、
日
本
人
と
し
て
の

国
際
感
覚
、
国
際
理
解
の
弱
さ
を
反
省
し
、

さ
ら
に
国
際
社
会
に
お
け
る
労
働
組
合
の
使

命
、
国
際
労
働
運
動
の
責
任
と
連
帯
に
つ
い

て
討
議
し
た
。

◎
石
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
職
場
』

～
職
場
か
ら
の
新
た
な
雇
用
関
係
の
構
築

　
〈
全
員
で
経
営
対
策
活
動
へ
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、「
や
り
が
い
働
き
が
い
の
醸

成
」「
会
社
の
維
持
・
発
展
」「
雇
用
の
安
定
」

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
？
〉
を
テ
ー
マ

に
討
議
し
た
。

◎
中
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
社
会
』

～
仕
事
と
処
遇　

納
得
性
の
あ
る
給
与
の

決
め
方
と
水
準

　

賃
金
制
度
と
一
時
金
決
定
方
式
、
賃
金
水

準
を
比
較
し
、「
賃
金
の
あ
り
た
い
姿
」
を

考
察
す
る
と
と
も
に
、
課
題
と
改
善
案
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

◎
冨
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
働
き
方
』

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
多
様
な

働
き
方

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
の

た
め
の
現
状
と
要
件
の
洗
い
出
し
、
現
状
の

把
握
を
し
た
上
で
、
労
働
組
合
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
討
議
し
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
に

お
け
る
女
性
活
躍
推
進
の
問
題
点
を
抽
出

し
、
女
性
役
員
の
増
加
に
向
け
て
の
対
策
案

に
つ
い
て
討
議
し
た
。

◎
上
田
ゼ
ミ　
『
労
働
組
合
と
企
業
』

～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
企
業
社
会
の

変
貌
と
労
働
組
合
機
能

　

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
の
労
使
関
係
に
お
け

る
労
働
組
合
の
役
割
を
テ
ー
マ
に
、
企
業
を

と
り
ま
く
経
営
環
境
、
現
状
、
国
内
雇
用
維

持
、
も
の
づ
く
り
産
業
が
発
展
す
る
た
め
の

人
材
確
保
に
対
し
て
労
組
組
合
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
討
議
し
た
。

10
月
17
日­­­­­­ –

­­­­­­­­­­­­

閉
校
式

　

式
辞
と
し
て
香
川
孝
三
校
長
（
大
阪
女
学

院
大
学
教
授
）
が
「
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
、

職
場
に
戻
っ
て
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
組
合

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
発
表
を
聞
き
、
こ
の
期
間
み
ん
な
で
悩
み
、

解
決
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
39
名
の
修
了
生
が
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
全
員

に
修
了
証
書
を
授
与
し
た
。
主
催
者
代
表
挨

拶
と
し
て
浅
沼
弘
一
金
属
労
協
事
務
局
長
か

朝のラジオ体操の時、全員で不安定雇用ストップをアピール。
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各ゼミナールから班長、副班長を各１名互選し、計10名で実行委
員会を編成する。実行委員会の中から1名級長を互選する。コー
スは受講生の主体的な運営を基本とし、実行委員会がその中心と
なる。第47回コースの実行委員会メンバーは次のとおり。

級長／田中 強（コマツユニオン大阪支部）、副級長／田中篤史（シ
ャープ労組奈良支部）、北川達人（JFEスチール福山労組）、上河
内哲也（全本田労連）、長島崇之（古河電工労組日光支部）、実行
委員／藤田博己（本田技研労組エンジニアリング支部）、小林佑介
（パナソニックデバ
イス労組デバイス総
合支部）、中村哲也
（本田技研労組栃木
研究所支部）、安井
朋之（全労済大阪府
本部）、信太雅喜（全
本田労連）

田中 強／第47回コース級長（コマツユニオン大阪支部書記長）

　「篠笛」の美しい音色
で始まった本コース。緊
張と不安に包まれていた
事を今懐かしく思い出し
ます。自己紹介もままな
らない状態の中、受講生
全員で取り組んだ「貿易
ゲーム」では、みんなが
個性を存分に活かしなが
ら知恵を出し、遊び心を持ったプログラムで、受講生の距離が一
気に縮まった様に思います。
　講義では多くの諸先輩方がこれまで築き上げてこられた労働組
合の歴史についても学び大変重みのある内容に感銘を受けました。
　週末には全員で鞍馬山散策に出かけ、痛みに堪えながら歩き続
けた仲間をみんなで励ましあった事で我々受講生の絆はより強固
なものになったと感じました。
　２週目に入ってからは意気投合する仲間も増え、各ゼミでの活
動も熱を帯び時には時間を忘れて深夜までお酒を飲み交わしなが
ら、ピンポン大会や組合活動に関する議論が出来た事もいい思い
出となりました。
　第47回労働リーダーシップコースを受講した我々39名の受講
生は、ここで出会った全ての皆様への感謝を忘れる事無く強く結
んだ友情をつなぎ、それぞれの立場で、自分が今なにをすべきか
を考え組合員と家族の幸せの実現のために行動に移していきたい
と思います。

ら
「
こ
の
２
週
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
気
づ

き
が
あ
っ
た
と
思
う
。
是
非
と
も
、
39
名
の

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
帰
っ
て
、

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
、
得
た
こ
と
を
実
際
の

現
場
の
中
で
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
担
当
講
師
の
石
田
副
校
長
（
同
志
社

大
学
教
授
）、
中
田
運
営
委
員
（
同
志
社
大

学
大
学
院
教
授
）、冨
田・上
田
運
営
委
員（
共

に
同
志
社
大
学
教
授
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
修

了
生
を
激
励
し
た
。
受
講
生
代
表
と
し
て
の

答
辞
で
は
、
第
47
回
の
級
長
で
あ
る
コ
マ
ツ

ユ
ニ
オ
ン
大
阪
支
部
・
田
中
強
書
記
長
が
２

週
間
の
思
い
出
と
今
後
の
決
意
を
表
明
、
最

後
に
「
卒
業
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
閉

校
式
が
終
了
し
た
。

第
47
回
コ
ー
ス
を
終
え
て

　

1
9
6
9
（
昭
和
44
）
年
12
月
に
開
設
し

た
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
も
早
、
47

回
を
終
え
た
。
1
9
6
7
年
７
月
開
設
の
旧

東
日
本
コ
ー
ス
か
ら
数
え
る
と
、
49
年
の
歴

史
に
な
る
。
修
了
生
も
49
年
間
で
、
2
 
5
 

6
2
名
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
時
代
に
合
わ

せ
て
講
義
内
容
や
講
義
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
改
善
を
重
ね
て
き
た
。
改
善
案
の
元
と
な

る
の
が
、
毎
回
実
施
し
て
い
る
受
講
生
ア
ン

ケ
ー
ト
で
あ
る
。「
受
講
し
た
内
容
は
ど
れ

も
興
味
深
か
っ
た
」
と
の
好
評
価
を
受
け
る

半
面
、「
全
体
的
に
時
間
が
不
足
し
て
お
り
、

詰
め
込
み
過
ぎ
と
感
じ
た
」「
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
時
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、

次
回
、
第
48
回
が
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
な

る
よ
う
、
受
講
生
に
「
貴
重
な
時
間
を
割
い

て
受
講
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
大
学
の
先
生
方
を
交
え
た
運

営
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

実行委員会

受講生答辞より

実行委員会で議論する実行委員

答辞を読み上げる田中級長

閉校式後の全員での記念撮影


